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東
日
本
大
震

災
か
ら
丸
１

年
、
自
然
と
原

発
の
複
合
災
害

へ
の
科
学
的
対
応
策
が
、
ま

だ
将
来
の
不
安
軽
減
に
ま
で

至
っ
て
い
な
い
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
時

は
、
台
風
対
策
に
重
点
を
置

き
過
ぎ
た
り
、
油
断
が
あ
っ

た
り
と
か
、
次
の
重
大
な
課

題
が
見
え
隠
れ
し
て
い
た
。

　

東
北
で
は
津
波
や
原
発

で
、
政
府
も
自
治
体
も
「
ど

う
に
も
な
ら
な
い
。
手
に
負

え
な
い
」
と
い
っ
た
半
絶
望

的
な
対
応
ぶ
り
が
感
じ
ら
れ

る
。

　

だ
が
、
こ
れ
が
日
本
の
地

理
的
条
件
で
、
何
に
も
ま
し

て
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
民
族
の
課
題
で
あ
る
こ
と

が
明
白
に
な
っ
た
。

　

国
が
負
わ
さ
れ
て
い
る
運

命
的
風
土
条
件
は
各
国
違
う

わ
け
で
、
地
球
規
模
の
経
済

や
国
際
協
力
と
は
別
の
次
元

に
あ
る
。
変
化
す
る
国
際
状

況
に
惑
わ
さ
れ
て
、
災
害
問

題
を
先
送
り
す
る
よ
う
で

は
、
未
来
は
見
え
て
こ
ず
、

こ
の
国
は
持
た
な
い
。

　

ま
た
明
日
何
が
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
状
態
で
は
、
部

分
的
、
一
時
的
な
回
復
で
不

安
は
払
拭
さ
れ
な
い
。

　

経
済
発
展
も
国
際
競
争
も

そ
れ
か
ら
の
こ
と
だ
。

　協会の社保担当事務局員は、
４月中旬まで改定書籍『歯科保
険診療の研究』『要点と解説』
の製作業務で事務所を離れま
す。お問い合わせは出先から折
り返しの対応となります。

おことわり

労働保険「年度更新」
お知らせ

　協会の労働保険事務組合に委託さ
れている先生には、４月上旬ごろに
労働保険料の「年度更新」書類（年
間の支払い賃金報告）をお届けしま
す。保険料の算定のために必要な書
類ですので、期日までに提出くださ
い。
　なお、概算保険料第１期の引き落
としは６月となります。
　お問い合わせは共済部まで。

特別インタビュー

４月改定 パラ材料告示４月改定 パラ材料告示

協会、『点数早見表』に掲載
金パラわずかに引き上げ

俳優　山本 太郎さん

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
起
き

た
東
日
本
大
震
災
は
、
多
く
の
人

の
生
活
を
翻
ろ
う
し
た
。
こ
の
人

の
人
生
も
ま
た
、
福
島
第
一
原
発

事
故
を
き
っ
か
け
に
一
変
し
た
。

俳
優
・
山
本
太
郎
、
37
歳
。
真
っ

す
ぐ
に
前
を
見
つ
め
る
ま
な
ざ
し

は
、
力
強
さ
に
満
ち
溢
れ
て
い

る
。「
原
発
ゼ
ロ
」
を
求
め
て
活

動
を
続
け
る
山
本
さ
ん
に
、
思
い

を
聞
い
た
。

 

（
新
聞
部
）

　

２
０
１
０
年
度
に
実
施
さ

れ
た
新
規
個
別
指
導
は
１
３

３
件
で
、
指
導
の
結
果
、
近

畿
厚
生
局
が
「
概
ね
妥
当
」

と
判
断
し
た
の
は
ゼ
ロ
件
で

２
年
連
続
と
な
っ
た
。
近
畿

厚
生
局
に
移
管
さ
れ
て
以

度
が
軽
微
で
、
療
養
担
当
者

の
理
解
も
十
分
得
ら
れ
て
お

り
、か
つ
、改
善
が
認
め
ら
れ

る
場
合
」と
判
断
し
た
措
置
。

経
過
観
察
の
結
果
、
改
善
が

認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
個
別
指

導
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
個
別
指
導
（
新
規

を
除
く
）
も
、
概
ね
妥
当
は

ゼ
ロ
件
で
、
26
件
が
「
経
過

観
察
」、
11
件
が
「
要
再
指

導
」の
措
置
と
な
っ
て
い
る
。

指
摘
の
細
密
化
進
む

　

新
規
を
除
く
個
別
指
導
の

ッ
タ
ー
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
出
演
が
決
ま
っ
て
い
た

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
降
板
。
芸

能
事
務
所
も
辞
め
た
。

　

こ
の
間
、
精
力
的
に
全
国

各
地
を
回
り
、
講
演
会
や
集

会
で
原
発
の
危
険
性
を
訴
え

た
。
毎
月
の
よ
う
に
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
11
月
に
は
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
訪
問
。
２

月
に
は
、
著
書
『
ひ
と
り
舞

台　

脱
原
発
闘
う
役
者
の
真

実
』
で
、
脱
原
発
へ
立
ち
上

が
っ
た
思
い
や
、
生
い
立
ち

を
語
っ
た
。

　

「
芸
能
人
、
社
会
人
で
あ

る
前
に
人
間
と
し
て
声
を
上

げ
た
に
過
ぎ
な
い
。
生
き
て

い
た
い
。
み
ん
な
に
も
生
き

て
ほ
し
い
」

　

山
本
さ
ん
が
脱
原
発
に
込

め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
シ
ン

プ
ル
で
、
ス
ト
レ
ー
ト
だ
。

 

（
８
面
に
つ
づ
く
）

選
定
理
由
は
、
２

割
が
再
指
導
で
８

割
が
通
報
に
よ
る

も
の
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、

着
眼
点
も
絞
ら
れ

て
い
る
は
ず
だ

が
、
実
際
の
指
導

の
場
で
は
、
指
摘

が
広
範
囲
で
細
部

に
わ
た
っ
て
い

る
。

　

例
え
ば
、
薬
剤
情
報
提
供

料
に
つ
い
て
、「
医
薬
品
ご
と

の
効
能
書
き
の
写
し
を
患
者

に
提
供
し
て
い
る
」
と
返
答

し
た
と
こ
ろ
、「
複
数
の
薬
剤

を
処
方
し
た
際
に
相
互
作
用

が
説
明
で
き
な
い
で
す
ね
」

の
８
３
７
点
、
リ
ン
ガ
ル
バ

ー
は
１
９
１
点
減
の
９
１
８

点
に
な
る
。

　

協
会
・
保
団
連
は
『
歯
科

　

大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の

会
は
、
福
島
原
発
事
故
の
放

射
能
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害

の
危
険
性
に
つ
い
て
学
習
す

る
公
開
講
座
「
子
ど
も
た
ち

を
放
射
能
か
ら
守
る
た
め
に

〜
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
教
訓

か
ら
学
ぶ
」
を
５
月
12
日
に

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
く
。
甲

状
腺
外
科
の
専
門
医
で
、
長

野
県
松
本
市
長
の
菅
谷
昭
氏

が
講
演
す
る
。

　

菅
谷
氏
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
後
、
６
年
に

わ
た
っ
て
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
子

ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
治
療
に

携
わ
っ
た
。
福
島
で
の
事
故

以
降
、
内
部
被
曝
へ
の
警
戒

を
強
く
呼
び
か
け
、
子
ど
も

の
健
康
を
守
る
こ
と
を
訴
え

て
い
る
。

　

同
医
療
人
の
会
は
、「
医

師
・
歯
科
医
師
を
は
じ
め
、

子
ど
も
を
持
つ
母
親
や
父
親

に
も
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
、

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

会
費
は
無
料
。
お
お
さ
か
医

科
・
歯
科
九
条
の
会
が
協
賛

す
る
。
参
加
申
し
込
み
は
、

協
会
事
務
局
ま
で
。

点
数
早
見
表
・
２
０
１
２
年

４
月
版
』
を
３
月
末
に
発
行

す
る
。

　

厚
労
省
は
４
月
１
日
か
ら

材
料
価
格
を
改
定
す
る
。
歯

科
鋳
造
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム

合
金
が
１
㌘
１
０
２
８
円
か

ら
24
円
上
が
り
、
わ
ず
か
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
。

　

大
臼
歯
の
Ｆ
Ｃ
Ｋ
は
17
点

増
の
８
２
４
点
、
前
装
鋳
造

冠
は
７
点
増
の
１
５
０
４
点

に
な
る
。

　

た
だ
し
、
屈
曲
バ
ー
の
非

鋳
造
用
の
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム

合
金
は
大
幅
に
下
が
る
。
パ

ラ
タ
ル
バ
ー
は
３
１
５
点
減

と
指
摘
さ
れ
、
後
の
結
果
通

知
に
は
全
件
に
つ
い
て
１
年

分
の
自
主
点
検
と
返
還
を
求

め
ら
れ
た
。

　

ポ
ス
ト
の
除
去
で
も
、
エ

ッ
ク
ス
線
写
真
を
か
ざ
し
て

「
歯
根
の
３
分
の
１
以
上
な

い
」
か
ら
と
、
自
主
返
還
を

求
め
ら
れ
た
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

な
か
に
は
、「
訪
問
診
療

先
が
医
療
機
関
か
ら
半
径
16

㌔
を
超
え
て
い
る
」
と
地
図

を
示
し
て
指
摘
さ
れ
た
。
数

カ
月
分
の
全
件
の
レ
セ
プ
ト

か
ら
歯
周
外
科
手
術
が
出
て

く
る
枚
数
を
一
ケ
タ
ま
で
数

え
上
げ
て
指
摘
さ
れ
た
な

ど
、
指
摘
の
細
か
さ
が
目
立

っ
て
い
る
。

 

（
お
わ
り
）

降
、
自
主
返
還
を
前
提
と
す

る
指
導
に
変
質
し
た
。
同
厚

生
局
が
こ
れ
ま
で
開
示
し
た

資
料
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

経
過
観
察
１
２
５
件

　

新
規
個
別
指
導
の
結
果
内

訳
は
、「
再
指
導
」
が
８

件
、
残
り
の
１
２
５
件
は
す

べ
て
「
経
過
観
察
」
だ
っ
た
。

　

大
半
を
占
め
た
「
経
過
観

察
」
と
は
、
行
政
が
「
診
療

内
容
お
よ
び
診
療
請
求
に
関

し
、
適
正
を
欠
く
部
分
が
認

め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
程

　

「
選
挙
で
は
『
原
発
は
要

ら
な
い
』
と
主
張
す
る
候
補

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
今
す

ぐ
廃
炉
に
す
べ
き
。
一
人
ひ

と
り
の
力
が
大
事
で
す
」

　

京
都
市
長
選
が
実
施
さ
れ

た
２
月
、
山
本
さ
ん
は
同
市

内
の
小
学
校
で
、
約
３
０
０

人
を
前
に
声
を
振
り
絞
っ

た
。
脱
原
発
を
公
約
に
掲
げ

る
候
補
者
の
個
人
演
説
会

だ
。

　

「
危
険
な
原
発
を
子
ど
も

た
ち
、
未
来
の
世
代
に
残
し

て
は
い
け
な
い
。
電
力
会
社

や
企
業
の
も
う
け
の
た
め

に
、
私
た
ち
の
命
を
差
し
出

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

　

原
発
事
故
の
後
、
脱
原
発

の
立
場
を
表
明
し
た
。
ツ
イ

「
概
ね
妥
当
」
ま
た
０
件

５
月
に
内
部
被
曝
学
習
会

長
野
県
松
本
市
長
・
菅
谷
氏
が
講
演

「
新
規
個
別
」「
個
別
指
導
」の
両
方
と
も

生
き
る
た
め
に「
脱
原
発
」

審査・指導
最前線 下

◇新規個別指導（2010年度）

保険医療
機関数　

指導を実施
した保険医
療機関数　

指導後の措置

概ね妥当 経過観察 再指導
5353 133 0 125 8

◇個別指導（2010年度）

保険医療
機関数　

指導を予定
する保険医
療機関数　

指導後の措置

概ね妥当 経過観察 再指導
5353 215 0 29 11

歯冠修復関連点数 新点数 増減

インレー
単純

前・小臼 276 ＋11
大　臼 316 ＋11

インレー
複雑

前・小臼 455 ＋13
大　臼 518 ＋14

４分の３冠 前 581 ＋ 4

５分の４冠
小　臼 521 ＋ 4
大　臼 604 ＋ 6

FCK
小　臼 719 ＋15
大　臼 824 ＋17

前装鋳造冠 前 1504 ＋ 7
（修復名表記は一部改定前のもの）

伝えたいメッセージ伝えたいメッセージ
東日本大震災１年東日本大震災１年


